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研究要旨 

本研究は、小児摂食障害の治療と対応マニュアルの作成及び検証することを目的とする。１）小

児治療マニュアル作成、２）家族療法(Family Based Treatment; FBT)マニュアル作成、３）養

護教諭向けマニュアル検証の３つの目的に沿って、文献の収集、Curiosity Quotient (CQ)の作成

を行った。FBT研修に用いられる「はじめての FBT実践ガイド」を冊子として完成した。 

Ａ．研究目的 

小児摂食障害の治療と対応マニュアルの

作成及び検証することを目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

３つのワーキンググループを構成した。

１）小児摂食障害治療マニュアル作成ワー

キンググループ（WG）、２）家族療法 

(Family Based Treatment; FBT)マニュア

ル作成 WG、３）養護教諭向けマニュアル

検証 WG 

各 WG には、小児科医、児童精神科医、

心理士が加わった。マニュアルはエビデン

スレベルの高いものとするが、Medical 

Information Distribution Service 

(MINDs) に沿った方法はとらない。摂食障

害 学 会 の ガ イ ド ラ イ ン の Curiosity 

Quotient (CQ)を参考にする。CQ 以外の項

目で、必要な項目も抽出する。デルファイ法

を採用する。 

 

Ｃ．研究結果 

１）小児治療マニュアル：主な治療に関す

る文献の検討を終了し、CQ を作成した。２）

初心者向け FBT 研修で使用を想定した、

「はじめての FBT 実践ガイド」を、冊子と

して完成した。３）上記、研究概要を第 26

回日本摂食障害学会シンポジウムで報告し

た。 

 

Ｄ．考察 

１）得られた CQ に関するステートメン
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トをまとめデルファイ法を用いて検討しプ

ライメリー医向け小児摂食障害治療マニュ

アルを作成する。２）FBT 実践ガイドを摂

食障害ポータルサイトからダウンロード可

能とし、本ガイドを用いた研修会を今後開

催する。また本ガイドの有用性の評価検討

を行う。 

 

Ｆ．健康危険情報結論 

本研究による健康危険は考えられない。 
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